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「100万人署名推進本部」関係資料

大阪公害患者の会発行リーフレット、発言原稿

編集後記

           ～西淀川公害裁判の勝利にむけて～

成田空港　空と大地の歴史館
三里塚闘争の記憶を伝える施設

〒289-1608千葉県山武郡芝山町岩山113-2
TEL:0479-78-2501

 エコミューズが開館して日が経た

ない頃に、成田から見学にやって

きた人たちがいました。その名は

「財団法人航空科学振興財団歴史

伝承委員会」。成田空港の三里塚

闘争の歴史を伝える施設を作るこ

とになっているとのこと。

 三里塚闘争はシンポジウムと円卓

会議を開催して和解に至った経過があると聞き、あおぞら財

団のできた経過と非常に近しいものがあると感じていまし

た。2011年6月に開館していましたが、このたびようやく訪問

できました。ヘルメットなどの展示が反対運動の激しさを物

語っています。行政の説明不足、ボタンの掛け違いの悲劇は

公害と通じるところがあると感じました。ただ、和解に至っ

た経過が分かりにくい点が残念でした。学びたい人も多いで

あろう部分をどう見せるか、エコミューズにも問われている

問題です。                        （2014/6/3訪問　林）

 今回は、西淀川公害患者と家族の会所蔵資料から、
「100万人署名推進本部 90年4月～」と表題の付けら
れたファイルに綴じられている資料群をご紹介しま
す。
 平成3年、当時最も規模の大きかった公害訴訟・西
淀川公害裁判の判決が下されます。原告団は勝利判
決を目指して精力的な運動を展開しました。この資
料群からは、そうした判決直前の原告団側の動きを
まとめて窺うことができ、弁護団の戦略や公害被害
者の想い、運動の中で原告団が捉えた市民の意識な
ど注目すべき点が多々あります。
 大阪公害患者の会が発行したリーフレットの『「生
きているうちに救済を」はぜいたくでしょうか？』
という見出し、「共感ひろば」での発言原稿から
は、患者の切実な声が伝わってきます。
 四大公害裁判を経て、1970年代に前進した公害行政
が、「経済との調和」という言葉のもと後退を見せ
るという難しい状況の中、公害問題は当事者だけの            
 

  

問題ではないということを感じてもらうために「共
感ひろば」「100万人署名」推進などの取組みが行わ
れました。運動のねらいは、世論を味方につけるこ
と、そして被告企業に交渉に応じてもらうことにあ
りました。
　裁判や運動に一貫して掲げられているのは、「足
もと」の視点から環境問題を考えるべきというこ
と、「手渡したいのは青い空」という想いでした。
こうした点は、現代社会が抱える課題にも通底する
ものではないでしょうか。        （北嶋奈緒子）

  夏の夜のお祭り、といえば盆踊りです。
西淀川区でも各地で開催されますが、そこ
で流れる「西淀川音頭」をご存知ですか？
昭和53年に区民から歌詞を公募し発表され
たこの曲、今では盆踊りに欠かせません。
一度聞いたら覚えられるキャッチーなメロ
ディで区民に親しまれています。
～人情豊かな西淀川に橋を渡っておいでや
す♪～笑顔結んで結んでソレ虹となれ～
5歳になる息子のお気に入りソングです。
せっかくなので楽しみましょう!
  Shall we dance ?         (佐々木)


